
第30回　東大寺福祉事業団
こども作品展・チャリティー作品展・呈茶席

 令和 5年 11月 4日（土）～11月 5日（日）
午前10時から午後４時まで

会　場：東大寺大仏殿西廻廊及び集会所
入場無料

（但し、大仏殿へのご参拝には別途入堂料が必要となります）

社会福祉法人 東大寺福祉事業団
設立の趣旨

　奈良時代、聖武天皇は動物も植物も命あるも
の、すべてが栄えることを願って大仏様をつく
られました。またお后の光明皇后は、施薬院、
悲田院（今の福祉施設にあたる）を建て、人々の
ために尽くされました。
　このように、わが国社会福祉事業の発祥の地
とも言える東大寺では、障害のある子供達の療
育支援（医療と発育・発達の支援）こそ、社会の
要望にこたえ、大仏造立の意義にもかなうとの
考えから、昭和30年７月聖武天皇1200年御遠忌
の記念事業として東大寺福祉事業団を設立し、
境内に現在の東大寺福祉療育病院の前身である
東大寺整肢園を開設しました。以来、子供たち
は、大仏様の精神、恵まれた環境のもと、一人
一人の障害に応じた療育を受けてきました。
　医療の進歩により子供の病気の治療、救命が
進む一方で、医療的ケアなどを要する重い障害
を持つ子供やその家族への支援がますます必要
とされています。
　今回で第30回目を迎える「こども作品展・チャ
リティー作品展」の収益はそういった方々の支援
に充当いたします。皆様のご来場をお待ちして
おります。
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